
予測財務諸表の作り方



予測財務諸表とは？



・将来の経営・事業の状況を予測するための財務諸表

・このまま事業展開した場合の推移や、グッドケース or ワーストケース
など複数のシナリオを回すことで、数値の着地点を予測できる
（例：為替の変動とか、影響の大きなものを変数にして様々なケースを分析

・新たな戦略を実行した場合にはどのような変化が起こるのか？
収益（PL）・財産の状況（BS）・現金の状況（CF）
について、予測することができる

つまり、将来の経営計画を考える（定量的に）ために必要

予測財務諸表とは？



主な観点

▶将来の売上高はどうなりそうか？
利益額や、利益率はどう変わるのか？

▶今後資金が枯渇せずに、事業を続けられそうか？

▶いつ・どの程度の資金調達が必要になるのか？

▶成長のため投資をする余力はあるのか？

▶経営に与える影響の大きい数値項目はどれか？

業績予想

資金繰り

投資余力・安全性

経営管理
（重要指標の予測）

分析対象企業のおかれた状況により、見るべき点は変わる



具体的な作り方・手順



１．EXCEL フォームに数値（過去実績）を入れる
→ 自分も他人も見やすい形式に整える

２．財務分析を行い、前提条件を設計する

３．予測PLを作成する

４．予測BSを作成する

５．出来た結果を読み解く、実現性や妥当な計画か判断する

分析結果が微妙なら、
再度設計して、作り直し



１．EXCEL フォームに数値（過去実績）を入れる
→ 自分も他人も見やすい形式に整える（重要！）

２．財務分析を行い、前提条件を設計する

３．予測PLを作成する

４．予測BSを作成する

５．出来た結果を読み解く、実現性や妥当な計画か判断する



Excelフォームのルール



・数字は右揃えで桁を合わせる

・あまり線を引きすぎない

・段落を変えると見やすくなる

・ベタ打ちは「青」
→ 分析時の「変数」など

修正しても良いセルという意味

関数入りは「黒」（消したらダメ）
引用は「みどり」（ 〃 ）



１．EXCEL フォームに数値（過去実績）を入れる
→ 自分も他人も見やすい形式に整える

２．財務分析を行い、前提条件を設計する

３．予測PLを作成する

４．予測BSを作成する

５．出来た結果を読み解く、実現性や妥当な計画か判断する



まずは過去の実績・数値を分析し、これまでの傾向を掴む

例 ）
・売上高成長率 ・売上原価率
・販管費を売上対比で計算してみる ・金利（利率）（支払い利息 ÷ 借入残高）
・法人税率

PL 損益計算書



・手許現金の割合
（日商対比）

・売上債権 回転日数
棚卸資産 回転日数
買入債務 回転日数

・借入金額の割合
（月商対比）

BS 貸借対照表



１．EXCEL フォームに数値（過去実績）を入れる
→ 自分も他人も見やすい形式に整える

２．財務分析を行い、前提条件を設計する

３．予測PLを作成する

４．予測BSを作成する

５．出来た結果を読み解く、実現性や妥当な計画か判断する



① 過去・実績の分析結果を、
② 将来予測の変数として利用するのが基本

過去の実績 将来の予想
PL 損益計算書

1 ２



入力フォーム（別添Excel）
を使って作成してください

将来の予想



▶予測財務諸表はまず、損益計算書の作成から
→ 将来どのくらいの売上を計上し、どれくらい利益を

出すのかを見積もらなければ、予測が始まらない

▶一旦は、これまでの傾向値をもとに計算する

その上で、将来の見通しや、目標とする数値を入れて分析する

予測は損益計算書からスタートする



１．EXCEL フォームに数値（過去実績）を入れる
→ 自分も他人も見やすい形式に整える

２．財務分析を行い、前提条件を設計する

３．予測PLを作成する

４．予測BSを作成する

５．出来た結果を読み解く、実現性や妥当な計画か判断する



① 過去・実績の分析結果を、
② 将来予測の変数として利用するのが基本

過去の実績 将来の予想1 ２

BS 貸借対照表



入力フォーム（別添Excel）
を使って作成してください

将来の予想



将来の予想

Pl,BSの作成、最後は短期借入金を調整項目として貸借の一致を図る
→ Excelのゴールシーク機能を使うと便利（詳細は別添Excelを参考）



実際に作ってみましょう



１．EXCEL フォームに数値（過去実績）を入れる
→ 自分も他人も見やすい形式に整える

２．財務分析を行い、前提条件を設計する

３．予測PLを作成する

４．予測BSを作成する （CFは、PL・BS完成したら作れる）

５．出来た結果を読み解く、実現性や妥当性を判断する



例：予測の前提数値（売上・費用）を、
全て同じ割合にした場合



売上・売上総利益が減少しているが、同じ割合で
販管費も下がっているので、利益はさほど下がらず安定する



現実味のある予測か？

→ 減収により収益が悪化するのでは？



例：売上減にともない、売上に占める
販管費の割合を増やした場合



販管費のうち「固定費（人件費や賃料など）」はすぐに下がらず、
売上に占める販管費の割合が徐々に増え、収益性が悪化している



費用を固定費・変動費で分解しておくと、
より精緻な分析が可能になる



変動費 → 生産・販売量に比例して増減する費用
売上増なら、同じような割合で増加
売上減なら、〃 減少

固定費 → 生産・販売量の増減に係わらず発生する費用
売上減でも、同じように減らない

人件費、地代家賃、リース料、広告宣伝費、減価償却費など

費用の種類 固定費と変動費


